
酸化チタン絶縁膜を用いたフレキシブル大容量キャパシタ 

Titania capacitor with high capacity and flexibility 
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研究概要 

 近年、生体表面への密着性を持つフレキシブルな回路を用い、生体情報計測に応用する研究が

盛んになされている[1]。このような回路において、キャパシタはバイアスやノイズを除去する重

要な役割を果たす。しかし、従来のフレキシブルキャパシタでは、容量が 2 µF/cm
2以下と低い[2- 

4]。そのためキャパシタの実現に大面積が必要であり、回路の集積度が低くなるという課題があ

った。本研究では、高誘電率材料である TiOX と、導電ポリマーである Poly(3,4-ethylene 

dioxythiophene) : Poly(styrenesulfonate) (PEDOT:PSS)を用いて、5.4 µF/cm
2の大容量を持つフレキシ

ブルキャパシタの作製に成功したので報告する。 

作製と実験 

 Fig.1 に作製したフレキシブルキャパシタの構造を示す。125 μm 厚のポリエチレンナフタレー

ト(PEN)フィルムを基板に用い、下部電極として Ti を電子ビーム蒸着した。その後、クエン酸溶

液(2 mM)中で 3 Vの直流電圧源を用いて陽極酸化を行い、Ti表面に酸化膜を形成した。上部電極

としては、Au または PEDOT:PSS を用いた。Au は抵抗加熱蒸着し、PEDOT:PSS はディスペンサ

ーで塗布して 100℃10分の加熱により乾燥した。Fig.2にフレキシブルキャパシタの特性を示す。

PEDOT:PSS を用いた場合、容量は 5.4 µF/cm
2、漏れ電流は－1 Vで 3×10

-7
 A/cm

2となり、Au を用

いた場合に対して容量は 2 倍増加、漏れ電流は 3 桁低減した。さらに、このキャパシタを曲げ半

径 0.2 mm まで曲げても容量の変化は最大 8%、並列抵抗の変化は 12%であり、十分な曲げ特性を

持つことが確認された。 
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Fig.1 Schematic structure of TiOX capacitor Fig.2 I-V characteristics of TiOX capacitor 
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